


①
平
成
20
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
事
業
・
そ
の
他
所
得

金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控

除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
と

き
。
た
だ
し
、
配
当
控
除
額

が
課
税
総
所
得
金
額
に
対
す

る
税
額
を
超
え
る
場
合
を
除

く
。
 

②
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
 

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人
 

・
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人
 

・
給
与
の
支
払
い
を
２
ケ
所
以

上
か
ら
受
け
て
い
る
人
 

   　
給
与
所
得
の
あ
る
次
の
よ
う

な
人
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
も
ど
っ
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

・
災
害
に
あ
っ
た
人
 

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

人
 

・
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど

で
取
得
し
た
人
で
、
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
 

・
退
職
し
再
就
職
を
し
て
い
な

い
人
 

　
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
年
の

給
与
に
つ
い
て
は
普
通
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
所
得

税
を
納
め
す
ぎ
て
い
る
場
合
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

も
ど
り
ま
す
。
 

源
泉
徴
収
票
、
各
種
証
明
書
、

領
収
書
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
還
付
申
告
は
２
月
 

２
日
か
ら
受
付
し
ま
す
。
（
給

与
・
年
金
の
み
）
 

  　
平
成
20
年
中
に
、
土
地
や
建

物
な
ど
を
譲
り
渡
し
た
り
交
換

し
た
り
し
た
場
合
は
、
譲
渡
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
 

　
な
お
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

は
、
原
則
的
に
佐
原
税
務
署
で

の
申
告
と
な
り
ま
す
。
 

  　
平
成
20
年
分
の
贈
与
税
申
告

と
納
税
は
、
２
月
２
日
か
ら
３

月
16
日
ま
で
で
す
。
昨
年
１
年

間
に
贈
与
を
受
け
た
方
は
、
贈

与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
 

　
な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、

原
則
的
に
佐
原
税
務
署
で
の
申

告
と
な
り
ま
す
。
 

   　
青
色
申
告
は
、
経
営
の
合
理

化
と
節
税
に
役
立
ち
ま
す
。
平

成
21
年
分
か
ら
青
色
申
告
を
す

る
方
は
、
３
月
17
日
ま
で
に
青

色
申
告
承
認
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 

        　
農
業
所
得
は
、
収
支
計
算
書

に
基
づ
き
算
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
申
告
に
は
、「
収
支
内
訳
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
が
、
内
訳

書
の
記
入
が
不
備
な
方
は
、
農

業
取
引
記
入
帳
な
ど
と
内
容
確

認
の
た
め
、
次
の
書
類
も
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
 

〔
収
入
に
関
す
る
も
の
〕
 

①
出
荷
や
販
売
し
た
農
作
物
、

金
額
、
取
引
先
、
取
引
期
日

な
ど
が
わ
か
る
も
の
（
預
金

通
帳
・
仕
切
書
・
積
算
書
・

出
荷
金
額
証
明
書
な
ど
）
 

②
受
取
共
済
金
、
補
償
金
、
雑

収
入
な
ど
の
金
額
 

③
農
作
物
の
家
事
消
費
量
 

〔
経
費
に
関
す
る
も
の
〕
 

④
小
作
料
、
作
業
委
託
料
、
雇

人
費
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
使

用
料
、
土
地
改
良
費
な
ど
の

領
収
書
 

○期間　２月１日○～３月１
日○　９：00～17：00 
※月曜日、第2日曜日、祝日
は休館です。 
○展示場所  わくわく西の城 
　気軽にご鑑賞ください。 
 
 
◆日時  ３月１日○、11日○、
19日○、24日○ 　８：30～ 
※定員　30名 
◆申し込み先とお問い合わせ 
　わくわく西の城 ☎○３１８０ 

　県立香取特別支援学校では、
中学部・高等部の作業学習に
よる製品の頒布会「かよう商
店街」を次のとおり開催しま
す。たくさんの皆さまのご来
場をお待ちしております。 
　日時　２月17日○、18日○ 
　10：00～16：00 
　場所　イオンモール成田 
ガーデンコート・スカイコ
ート 
　頒布製品　ベンチ・藤製
品・手すき紙製品・花か
ご・手織り製品・のし袋・
陶芸製品・木製パズル・
バッグ・エプロン ほか 
　お問い合わせ　千葉県立香
取特別支援学校　☎○２９
１１ 
 
 
　平成21年４月入学の学生を
募集（２次）します。 
　応募対象　県内在住の60歳
以上の方 
　募集学科　福祉科・生活
科・園芸科・陶芸科 

　登校日  週１日（年間約37
日） 
　授業料　年額18，000円 
　入学案内配布場所　東総学
園 
　願書受付期間　２月10日○
～２月27日○ 
　お問い合わせ　千葉県生涯
大学校東総学園　☎０４７
９―２５－２０３５ 
 
 
　日程　２月５日○ 
　受付時間　13：00～13：30
要予約 
　場所 香取健康福祉センタ
ー（香取保健所） 
　内容　股関節脱臼や斜頚な
ど整形外科的な心配のある
お子さまの相談 
　担当　整形外科医、保健師 
　お問い合わせ　香取健康福
祉センター地域保健福祉課 
☎○９１６１ 
 
 
　日時　２月15日○　10：00
～15：00 
　会場　ふれあいプラザさか
え（印旛郡栄町938-1） 
　内容　ＮＰＯ・市民活動団
体のパネル展示、団塊世代
地域デビューフォーラム環
境関連映画上映、わが町自
慢コーナー、体験コーナ
ー、ステージコーナー、Ｎ
ＰＯ活動推進ビデオ＆ＮＰ
Ｏ法運用講座など 
　お問い合わせ　ＮＰＯ法人
まちづくりサポートひと・
まち倶楽部　☎０４７６－
８５－１６６１ 
 
 
　日時　２月21日○　13：30
～（12：50開場） 

　会場　県立東部図書館3階
研修室（旭市ハ349） 
　内容　「自転車泥棒」（1948
年/イタリア/モノクロ85
分）監督　ヴィットリオ･
デ・シーカ　主演　ランベ
ルト・マジョラーニ 
　定員　60人（申込先着順） 
　申込方法　電話または窓口 
　申込先とお問い合わせ　県
立東部図書館　☎０４７９
－６２－７０７０ 
 
 
　３月31日で『特別慰労品』
贈呈の受付が終了します。 
　恩給欠格者、戦後強制抑留
者、引揚者の方で請求されて
いない方は早急に申請をして
ください。請求書等は町保健
福祉課にあります。資格要件
等については下記にお問い合
わせください。 
　お問い合わせ　（独）平和
祈念事業特別基金　☎０１
２０－２３４－９３３ 
 
 
 



⑤
農
業
用
機
械
・
器
具
、
農
業

用
自
動
車
等
の
修
繕
料
、
保

険
料
、
租
税
公
課
の
領
収
書
。

ま
た
、
新
規
取
得
の
場
合
は

販
売
証
明
書
又
は
取
得
日
が

わ
か
る
領
収
書
 

⑥
農
業
近
代
化
資
金
利
子
の
金

融
機
関
な
ど
の
証
明
書
 

⑦
消
耗
品
等
そ
の
他
の
必
要
経

費
の
領
収
書
 

    　
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、

神
崎
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
平
成
２０
年
１
月
か
ら
１２
月
ま

で
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人
】
 

①
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所

得
 

      

②
不
動
産
・
譲
渡
・
一
時
・
山

林
お
よ
び
雑
所
得
 

③
退
職
所
得
（
特
別
徴
収
を
し

て
い
な
い
人
）
 

【
給
与
所
得
が
あ
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
】
 

①
勤
務
先
か
ら
神
崎
町
へ
「
給

与
支
払
報
告
書
」
の
提
出
が

な
か
っ
た
人
（
勤
務
先
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）
 

②
給
与
所
得
の
ほ
か
、
事
業
や

不
動
産
な
ど
の
所
得
が
20
万

円
以
下
で
確
定
申
告
を
し
な

い
人
 

③
給
与
を
２
ケ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人
（
恩
給
や
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
る
人
も
含

ま
れ
ま
す
）
 

④
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
 

⑤
平
成
20
年
中
に
退
職
し
た

人
 

【
所
得
が
な
か
っ
た
人
】
 

　
平
成
20
年
中
に
自
分
の
所
得

が
な
く
、
扶
養
親
族
に
も
な
っ

て
い
な
い
人
は
、
昨
年
の
生
計

（
収
入
）
状
況
を
書
い
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保

険
税
、
各
種
年
金
の
審
査
や
所

得
証
明
な
ど
の
資
料
と
し
て
必

要
で
す
。
な
お
、
神
崎
町
に
住

ん
で
い
な
い
人
で
も
平
成
21
年

１
月
１
日
現
在
、
次
の
よ
う
な

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
 

①
町
内
に
事
務
所
や
事
業
所
ま

た
は
家
屋
敷
が
あ
る
人
 

②
実
質
上
の
生
活
の
本
拠
地
が

神
崎
町
に
あ
る
人
 

  ①
印
鑑
（
認
印
）
②
所
得
を
証

明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、

給
与
証
明
書
ま
た
は
帳
簿
書
類
 

等
）、
③
社
会
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
地
震
保
険
料
・
個
人
年

金
保
険
料
や
医
療
費
・
寄
附
金

な
ど
が
あ
る
人
は
、
そ
の
領
収

書
や
証
明
書
等
 

※
住
民
税
の
申
告
書
は
郵
送
し

ま
せ
ん
。
申
告
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か

じ
め
必
要
と
す
る
方
に
は
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
町

民
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

  　
平
成
18
年
中
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
を
超
え
る
方
は
、

消
費
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
 

　
町
役
場
で
も
消
費
税
の
申
告

相
談
及
び
受
付
を
し
ま
す
が
、

一
般
課
税
を
選
択
さ
れ
た
方
で

課
税
仕
入
れ
等
が
判
明
し
な
い

方
は
、
佐
原
税
務
署
で
の
申
告

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

■
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

　子
の
名
前
　
保
護
者
　
地
区
名
 

松
岡
　
海
亜
　
伸
　
一
　
 郡
 

石
井
　
舞
奈
　
修
　
一
　
古
原
 

 ■
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

亡
く
な
っ
た
方
　
年
齢
　
地
区
名
 

根
本
　
ハ
ル
　
　
82
歳
　
植
房
 

越
川
　
　
　
　
　
83
歳
　
小
松
 

永
池
　
敏
男
　
　
85
歳
　
古
原
 

飯
嶋
　
貞
一
　
　
74
歳
　
 今
 

日
暮
み
さ
を
　
　
82
歳
　
小
松
 

武
田
　
キ
ヨ
　
　
96
歳
　
本
宿
 

新
田
　
和
子
　
　
71
歳
　
神
宿
 

伊
　
　
ユ
キ
　
　
79
歳
　
大
貫
 

 

　解雇や配置転換、賃下げやいじ
めなど、労使間のトラブルで悩ん
でいませんか？ 
　お気軽にご相談ください。 
 
○総合労働相談コーナー 
・成田総合労働相談コーナー 
　☎０４７６－２２－５６６６ 
・千葉労働局総合労働相談コー
　ナー 
　☎０４３－２２１－２３０３ 
・千葉労働局のホームページ 
　http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp

◇
入
所
日
　
４
月
１
日
○
 

◇
保
育
期
間
及
び
時
間
 

【
学
期
中
】
 

平
日
（
月
〜
金
）
学
校
終
了

時
〜
午
後
６
時
15
分
 

【
長
期
休
暇
（
夏
休
み
･
冬
休

み
･
春
休
み
）】
 

平
日
（
月
〜
金
）
午
前
８
時

15
分
〜
午
後
６
時
15
分
 

◇
休
所
日
 

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始（
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
）、

旧
盆（
８
月
13
日
〜
15
日
）
 

・
流
感
等
で
学
級
閉
鎖
を
し
た

日
、
台
風
な
ど
で
警
報
等
が

発
令
さ
れ
た
日
（
学
校
に
準

ず
る
。）
 

◇
保
育
場
所
　
 

わ
く
わ
く
西
の
城
内
神
崎
町

学
童
保
育
所
 

※
児
童
は
学
校
か
ら
の
迎
え
の

み
町
で
実
施
、
終
了
後
は
保

護
者
が
迎
え
る
。
 

◇
保
育
定
員
　
40
名
 

◇
保
育
料
 
 

一
人
に
つ
き
月
額
８
千
円
 

８
月
は
１
万
円
 

※
傷
害
保
険
料
 
年
額
760
円
 

◇
申
込
期
間
　
 

２
月
２
日
○
〜
２
月
20
日
○

ま
で
に
保
健
福
祉
課
へ
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
は
保
健
福
祉
課
ま
た
は

学
童
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。）
 

◇
事
前
説
明
会
 

入
所
決
定
者
に
対
し
３
月
中

旬
に
開
催
し
ま
す
。
 

◇
お
問
い
合
わ
せ
 
保
健
福
祉

課
福
祉
係
 
☎
○
１
６
０
３
 



 

 

 

 

　
Ｊ
Ｒ
田
中
踏
切
の
拡
幅
工
事
が
終
了

し
、
昨
年
12
月
22
日
、
郡
根
岸
地
先
か

ら
並
木
地
先
に
至
る
区
間
の
町
道
並
木

郡
根
岸
線
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
 

　
こ
の
踏
切
は
、
歩
道
が
な
く
幅
が
狭

い
た
め
、
通
学
す
る
児
童
生
徒
の
通
行

に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
工
事
後
は
、
歩
行
者
等
専
用
道
が
整

備
さ
れ
、
ま
た
、
車
２
台
が
す
れ
違
え

る
程
広
く
な
り
、
人
も
車
も
安
全
に
通

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

　
工
事
期
間
中
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
が
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
踏
切
前
後
の
電
柱
は
２
月
中

に
移
動
す
る
予
定
で
す
。
 

○
お
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課

☎
○
２
１
１
４
 

　
町
で
は
、
町
有
地
の
有
効
活
用
と
新

た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
か

ら
下
総
神
崎
駅
前
東
側
の
駐
車
場
を
有

料
駐
車
場
と
し
て
始
め
ま
す
。
 

　
通
勤
等
で
駐
車
場
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
駐
車
場
を
お
探
し
の
方
は
、

ぜ
ひ
町
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
北
口
公
園
を
利
用
さ
れ
る
方
々

は
、
駅
前
駐
車
場
（
下
地
図
○
）
に
駐

車
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ○
名
称
 

下
総
神
崎
駅
前
東
側
町
営
駐
車
場
 

○
場
所
 

　
神
崎
町
郡
１
１
９
７
番
地
２
 

○
利
用
開
始
日
 

　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
 

○
駐
車
料
金
 

　
１
台
に
つ
き
５
千
円
（
月
極
）
 

○
駐
車
区
画
 

　
普
通
自
動
車
用
区
画
 

○
駐
車
台
数
 

　
10
台
 

 ※
申
し
込
み
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
○
２
１
１
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 



●元気あっぷ教室 
　２日　　13：30～15：30 
　　65歳以上の方が対象 
　　みなみふれあいセンター 
■乳児健康診査 
　６日　　13：10～13：25受付 
　　平成20年２月～３月出生児及び 
　　平成20年９月～10月出生児対象 
■健康相談 
　10日　　13：00～15：00  一般町民対象 
■１歳６か月児健康診査 
　13日　　13：10～13：25受付 
　　平成19年５月～７月出生児対象 
●ふれあい介護セミナー 
　17日　　13：30～15：00 
　　高齢者の介護に関心のある方 
■パパママ学級 
　21日　、23日　　13：15～13：30受付 
　　妊娠中の方とその家族対象 
●高齢者つどいの場 
　25日　　10：00～14：00　みなみふれあい 
　　センター 
■２歳児歯科検診 
　27日　　13：10～13：25受付 
　　平成18年２月～７月出生児対象 

１日　庁議 
２日　香取警察署員激励会（香取市） 
４日　北総東部土地改良区理事会（香取市山 
　　　田区事務所） 
５日　圏央道ＰＡ整備促進協議 
８日　国政報告会（千葉市） 
12日　合同紐解祝、議会全員協議会 
17日　定例議会 
19日　定例議会 
22日　田中踏切開通式　 
24日　圏央道神崎ＩＣ周辺整備に関して国土 
　　　交通省へ陳情（さいたま市） 

25日　圏央道神崎ＩＣ周辺整備に関して県へ 
　　　陳情（千葉市） 
26日　利根川下流河川事務所長へ要望（香取 
　　　市）、仕事納め 

　
去
る
12
月
22
日
、
立
正
佼
成

会
佐
原
教
会
様
よ
り
、
町
の
福

祉
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
10
万
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
 

　
有
効
か
つ
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　平成23年の65歳以上の人口は1,823人で平
成18年から平成23までの５年間で154人増と
なる見込です。65歳から74歳の前期高齢者
人口は25人の微増で、75歳以上の後期高齢
者が129人増加する見込です。後期高齢者の
増加に伴い、介護を必要とする高齢者の数
も増加していくと予想されます。      

　平成23年度の要介護（要支援）認定者数は
279人で平成23年までの５年間で57人増とな
る見込です。要介護（要支援）認定者数の増
加はサービス給付量の増加に反映します。 

　標準的居宅サービス利用者数は平成18年
度と比較し平成23年度は15人増加する見込
みです。施設・居住系サービス利用者数は
平成18年度と比較し平成23年度は23人増加
する見込みです。施設・居住系サービス利
用者数を中心とした受給者の増加が介護給
付額の増加に反映します。 
 
※標準的居宅サービス・・・訪問介護、訪
問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテ
ーション、通所介護、通所リハビリテー
ション、短期入所生活介護、短期入所療
養介護、福祉用具貸与等 
※施設・居住系サービス・・・介護老人福
祉施設、介護老人保健施設、特定施設入
居者生活介護（有料老人ホーム等）、認知症
対応型共同生活介護（グループホーム）等 



　
１
月
11
日
、
未
来
へ
羽
ば
た
く
若
人
の
門
出
を
祝
い
、
ま
た
、

平
成
生
ま
れ
の
方
が
初
め
て
迎
え
た
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
本
町
で
成
人
と
な
っ
た
の
は
82
名
（
男
性
44
名
、
女
性

38
名
）。
 

　
華
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
等
を
着
飾
っ
た
新
成
人

が
神
崎
神
社
に
集
合
し
、
厳
か
な
神
事
に
始
ま
り
、
町
民
野
球
場

で
記
念
植
樹
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
記
念
撮
影
や
式
典
、

交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
成
人
た
ち
は
成
人
と
な
っ
た
喜
び
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

会
場
内
で
は
旧
友
や
恩
師
と
談
笑
し
た
り
、
写
真
を
撮
り
あ
っ
た

り
す
る
な
ど
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

 　
88
歳
を
迎
え
た
元
神
崎
町
議
会
議
員
の
郡
良

作
氏
（
立
野
）
が
、
平
成
20
年
12
月
１
日
付
で

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
12
月
22
日
に
町
か

ら
本
人
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
郡
氏
は
昭
和
58
年
８
月
、
町
議
会
議
員
に
初

当
選
以
来
、
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
豊

富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
神

崎
中
や
米
沢
小
学
校
新
校
舎
の
完
成
な
ど
諸
施

設
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
町
議
会
の
厚
生
経
済
常
任
委
員
会
の

委
員
長
と
し
て
も
活
躍
し
、
神
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
誘
致
し
地
域
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら

に
、
議
会
副
議
長
を
歴
任
し
原
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
建
設
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
び
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
１
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
毎
年
好
評

の
ス
キ
ー
教
室
が
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
児
童
73
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
ス
キ
ー
教
室
は
福
島
県
あ
だ
た

ら
高
原
ス
キ
ー
場
が
会
場
。
 

　
初
日
（
１
／
10
）
は
猛
吹
雪
の
た
め
午
後
か

ら
ス
キ
ー
実
習
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二

日
目
は
快
晴
に
な
っ
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
に
よ
り
、
ス
キ
ー
初
心
者
も
経
験
者
も

目
を
見
張
る
よ
う
な
上
達
を
見
せ
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
、
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
滑
る
楽
し

さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
し
て
ス
キ
ー
教
室
を

終
え
ま
し
た
。
 

 

　
新
潟
県
中
越
地
震
で
の
実
話

を
基
に
描
か
れ
た
絵
本
を
映
画

化
し
た
感
動
作
「
マ
リ
と
子
犬

の
物
語
」
の
映
画
鑑
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。
必
死
で
子
犬
を
守

り
ぬ
く
母
犬
の
強
さ
と
優
し
さ

に
感
動
で
胸
震
わ
せ
る
名
作
で

す
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
人
気
ア

ニ
メ
ビ
デ
オ
も
同
時
上
映
し
ま

す
。
ご
家
族
で
も
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
入
場
無
料
。
 

日
時
　
２
月
７
日
○
　
９
時
30

分
〜
　
※
15
分
前
に
は
入
場

く
だ
さ
い
。
 

会
場
　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

多
目
的
ホ
ー
ル
、
視
聴
覚
室
 

 

　
第
７
回
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
 

日
時
　
３
月
14
日
○
　
13
時
開

演
 

会
場
　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
 

内
容
　
バ
ン
ド
・
ア
カ
ペ
ラ
・

ダ
ン
ス
・
ピ
ア
ノ
等
 

申
込
　
教
育
委
員
会
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 ◇
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員

会
　
☎
○
１
６
０
１
 

 



①
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
る
の

で
責
任
の
あ
る
言
動
、
常
識
の

あ
る
大
人
に
な
る
た
め
に
、
自

分
を
磨
く
努
力
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
②
看
護
師
国
家
試
験

が
近
づ
い
て
い
る
の
で
、
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
③
看
護
師
の

職
業
に
誇
り
を
持
ち
、
確
実
な

知
識
と
技
術
を
備
え
、
ま
た
、

患
者
さ
ま
と
信
頼
関
係
が
築
け

る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

④
自
分
の
意
志
を
持
ち
、
私
を

理
解
し
て
く
れ
る
人
。
⑤
医
療

技
術
の
進
歩
と
疾
病
対
策
の
取

り
組
み
で
平
均
寿
命
は
延
び
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
反

面
、
少
子
高
齢
化
で
あ
る
た
め
、

労
働
者
は
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
に
今
以
上
に
働
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

      ①
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
け
れ

ど
、
自
分
の
言
動
に
責
任
が
伴

っ
て
く
る
こ
と
に
多
少
の
不
安

を
感
じ
ま
す
。
②
麻
雀
に
夢
中

で
す
。
③
国
際
的
な
規
模
で
活

躍
で
き
る
よ
う
な
職
業
に
就
き

た
い
で
す
。
④
は
っ
き
り
と
自

分
の
意
見
を
言
え
る
人
。
⑤
予

測
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
国
民
が

も
っ
と
国
政
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

      ①
自
分
の
行
動
に
責
任
が
持
て

る
よ
う
気
持
ち
を
引
き
締
め
た

い
で
す
。
②
世
界
の
国
々
を
見

て
回
り
、
そ
の
国
独
自
の
食
文

化
に
触
れ
、
自
分
の
視
野
を
広

げ
て
み
た
い
で
す
。
③
大
学
で

栄
養
学
を
学
ん
で
い
る
の
で
、

食
の
大
切
さ
を
皆
さ
ん
に
実
感

し
て
頂
け
る
よ
う
な
職
業
に
就

き
た
い
で
す
。
④
何
か
に
一
生

懸
命
に
な
れ
、趣
味
の
あ
う
人
。
 

⑤
科
学
技
術
が
更
に
進
み
、
生

活
が
便
利
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
環
境
問
題
が
悪
化

し
な
い
か
心
配
で
す
。
自
然
と

人
と
が
共
利
共
生
で
き
る
未
来

に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
特
に
実
感
は
わ
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
期
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
行
動
に
も
っ
と
責
任
を

持
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
②
特

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

な
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
、
夢
中
に
な
れ
る
も

の
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

③
や
り
た
い
こ
と
は
い
く
つ
か

あ
る
の
で
す
が
、
今
は
昔
か
ら

の
夢
だ
っ
た
教
師
に
な
る
こ
と

で
す
。
④
一
緒
に
い
て
安
ら
げ

る
人
。
⑤
景
気
が
回
復
し
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
職
に
就
け
、
幸

せ
な
家
庭
で
あ
ふ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
で
あ

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
実
感
は
わ
き
ま
せ
ん
が
、
何

事
に
も
責
任
を
持
っ
て
行
動
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
年
齢
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
②
学
生
の

う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取

り
た
い
で
す
。
後
一
年
、
学
生

生
活
を
今
ま
で
以
上
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。
③
保
育

園
の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。
 

④
一
緒
に
い
て
楽
し
く
、
一
生

懸
命
に
な
れ
る
仕
事
を
持
っ
て

い
る
人
。
⑤
短
期
間
で
変
化
し

て
し
ま
う
時
代
な
の
で
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
平
和
な

世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
る
の

で
、
人
に
頼
ら
ず
一
人
で
も
責

任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
人
間

に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
②
国

家
試
験
が
近
い
の
で
も
ち
ろ
ん

勉
強
も
し
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
地
元
の
仲
間
達
と
遊
ん
で
い

る
と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
。
 

③
４
月
か
ら
航
空
整
備
士
に
な

り
ま
す
。
飛
行
機
で
旅
を
す
る

人
達
の
命
を
守
る
仕
事
な
の
で

精
一
杯
頑
張
り
た
い
で
す
。
④

無
邪
気
だ
け
ど
、
し
っ
か
り
し

て
い
る
人
。
⑤
平
和
な
世
の
中

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
 

 

　12月20日～25日、台湾で第11回諸羅山盃国際軟式
少年野球大会が開催されました。 
　世界各国の少年野球と国際交流を実施している
（社）少年軟式野球国際交流協会より、この大会に
香取市と神崎町の合同チームが出場。本町の神崎エ
ンジェルスから野球センス抜群の横尾海世くん（神
崎小６年生）と大貫良太くん（神崎小５年生）が参
加をしました。 
　110チームが出場した大会では、日本の小学生の
代表チームとして立派にプレー。１回戦コールド勝
ち、２回戦は延長サドンデスで惜敗したため、選手
たちは涙を流して悔しかったと話していました。 

表
彰
受
章
者
 

　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

【
千
葉
県
知
事
功
労
章
】
 

　
遠
藤
　
栄
治
（
小
松
）
 

【
千
葉
県
知
事
精
勤
章
】
 

　
藤
井
　
昭
夫
（
並
木
）
 

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章
】
 

　
椿
　
真
寿
男
（
古
原
）
 

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章
】
 

　
澤
田
　
宣
男
（
本
宿
）
 

　
島
田
　
恵
章
（
大
貫
）
 

【
千
葉
県
防
災
対
策
監
章
】
 

　
堀
越
　
　
浩
（
本
宿
）
 

　
小
塩
　
芳
治
（
神
宿
）
 

　
鈴
木
　
信
成
（
新
）
 

【
香
取
支
部
長
功
労
章
】
 

　
大
木
　
純
一
（
小
松
）
 

　
石
橋
　
正
彦
（
古
原
）
 

【
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章
】
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（
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【
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団
体
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彰
】
 

　
第
１
分
団
第
２
部
第
２
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（
小
松
区
）
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長
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彰
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（
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宿
）
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秀
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（
本
宿
）
 

　
杉
本
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（
神
宿
）
 

　
鈴
木
　
和
人
（
並
木
）
 

　
大
森
　
大
輔
（
松
崎
）
 

　
飯
田
慎
太
郎
（
郡
）
 

　
郡
司
　
浩
行
（
高
谷
）
 

　
飯
田
　
智
明
（
植
房
）
 

　
五
木
田
光
寛
（
毛
成
）
 

　
飯
田
　
剛
文
（
武
田
）
 

　
石
橋
　
健
一
（
古
原
）
 

 

【
町
長
特
別
表
彰
】
 

　
神
尾
　
利
幸
（
小
松
）
 

　
武
田
　
正
人
（
小
松
）
 

【
団
長
表
彰
】
 

　
鈴
木
　
敏
文
（
本
宿
）
 

　
石
井
　
希
明
（
本
宿
）
 

　
　
橋
　
博
一
（
本
宿
）
 

　
　
瀬
　
貴
之
（
神
宿
）
 

　
藤
田
　
竜
彦
（
小
松
）
 

　
島
　
　
直
彦
（
並
木
）
 

　
根
藤
　
雅
文
（
松
崎
）
 

　
澤
田
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紀
（
郡
）
 

　
伊
藤
　
幸
宏
（
大
貫
）
 

　
齊
藤
　
美
和
（
今
）
 

　
千
葉
　
信
一
（
植
房
）
 

　
宇
　
　
貴
之
（
毛
成
）
 

　
杉
山
　
宜
彦
（
古
原
）
 

 　
神
崎
町
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
12
日
、
神
崎
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
消
防
団
員
総
勢
１
２
０
名
と
消
防
車
両
14
台
が

プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
集
合
し
、
人
員
報
告
後
、
町
長
、
議
長

及
び
大
竹
消
防
団
長
ら
に
よ
る
服
装
点
検
や
機
械
器
具
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
優
良

団
員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
 

しょらさんはい 



①
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
る
の

で
責
任
の
あ
る
言
動
、
常
識
の

あ
る
大
人
に
な
る
た
め
に
、
自

分
を
磨
く
努
力
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
②
看
護
師
国
家
試
験

が
近
づ
い
て
い
る
の
で
、
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
③
看
護
師
の

職
業
に
誇
り
を
持
ち
、
確
実
な

知
識
と
技
術
を
備
え
、
ま
た
、

患
者
さ
ま
と
信
頼
関
係
が
築
け

る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

④
自
分
の
意
志
を
持
ち
、
私
を

理
解
し
て
く
れ
る
人
。
⑤
医
療

技
術
の
進
歩
と
疾
病
対
策
の
取

り
組
み
で
平
均
寿
命
は
延
び
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
反

面
、
少
子
高
齢
化
で
あ
る
た
め
、

労
働
者
は
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
に
今
以
上
に
働
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

      ①
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
け
れ

ど
、
自
分
の
言
動
に
責
任
が
伴

っ
て
く
る
こ
と
に
多
少
の
不
安

を
感
じ
ま
す
。
②
麻
雀
に
夢
中

で
す
。
③
国
際
的
な
規
模
で
活

躍
で
き
る
よ
う
な
職
業
に
就
き

た
い
で
す
。
④
は
っ
き
り
と
自

分
の
意
見
を
言
え
る
人
。
⑤
予

測
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
国
民
が

も
っ
と
国
政
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

      ①
自
分
の
行
動
に
責
任
が
持
て

る
よ
う
気
持
ち
を
引
き
締
め
た

い
で
す
。
②
世
界
の
国
々
を
見

て
回
り
、
そ
の
国
独
自
の
食
文

化
に
触
れ
、
自
分
の
視
野
を
広

げ
て
み
た
い
で
す
。
③
大
学
で

栄
養
学
を
学
ん
で
い
る
の
で
、

食
の
大
切
さ
を
皆
さ
ん
に
実
感

し
て
頂
け
る
よ
う
な
職
業
に
就

き
た
い
で
す
。
④
何
か
に
一
生

懸
命
に
な
れ
、趣
味
の
あ
う
人
。
 

⑤
科
学
技
術
が
更
に
進
み
、
生

活
が
便
利
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
環
境
問
題
が
悪
化

し
な
い
か
心
配
で
す
。
自
然
と

人
と
が
共
利
共
生
で
き
る
未
来

に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
特
に
実
感
は
わ
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
期
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
行
動
に
も
っ
と
責
任
を

持
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
②
特

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

な
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
、
夢
中
に
な
れ
る
も

の
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

③
や
り
た
い
こ
と
は
い
く
つ
か

あ
る
の
で
す
が
、
今
は
昔
か
ら

の
夢
だ
っ
た
教
師
に
な
る
こ
と

で
す
。
④
一
緒
に
い
て
安
ら
げ

る
人
。
⑤
景
気
が
回
復
し
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
職
に
就
け
、
幸

せ
な
家
庭
で
あ
ふ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
で
あ

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
実
感
は
わ
き
ま
せ
ん
が
、
何

事
に
も
責
任
を
持
っ
て
行
動
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
年
齢
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
②
学
生
の

う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取

り
た
い
で
す
。
後
一
年
、
学
生

生
活
を
今
ま
で
以
上
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。
③
保
育

園
の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。
 

④
一
緒
に
い
て
楽
し
く
、
一
生

懸
命
に
な
れ
る
仕
事
を
持
っ
て

い
る
人
。
⑤
短
期
間
で
変
化
し

て
し
ま
う
時
代
な
の
で
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
平
和
な

世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

      ①
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
る
の

で
、
人
に
頼
ら
ず
一
人
で
も
責

任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
人
間

に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
②
国

家
試
験
が
近
い
の
で
も
ち
ろ
ん

勉
強
も
し
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
地
元
の
仲
間
達
と
遊
ん
で
い

る
と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
。
 

③
４
月
か
ら
航
空
整
備
士
に
な

り
ま
す
。
飛
行
機
で
旅
を
す
る

人
達
の
命
を
守
る
仕
事
な
の
で

精
一
杯
頑
張
り
た
い
で
す
。
④

無
邪
気
だ
け
ど
、
し
っ
か
り
し

て
い
る
人
。
⑤
平
和
な
世
の
中

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
 

 

　12月20日～25日、台湾で第11回諸羅山盃国際軟式
少年野球大会が開催されました。 
　世界各国の少年野球と国際交流を実施している
（社）少年軟式野球国際交流協会より、この大会に
香取市と神崎町の合同チームが出場。本町の神崎エ
ンジェルスから野球センス抜群の横尾海世くん（神
崎小６年生）と大貫良太くん（神崎小５年生）が参
加をしました。 
　110チームが出場した大会では、日本の小学生の
代表チームとして立派にプレー。１回戦コールド勝
ち、２回戦は延長サドンデスで惜敗したため、選手
たちは涙を流して悔しかったと話していました。 
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古
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２
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２
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司
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光
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古
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【
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特
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（
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（
郡
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（
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）
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藤
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和
（
今
）
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一
（
植
房
）
 

　
宇
　
　
貴
之
（
毛
成
）
 

　
杉
山
　
宜
彦
（
古
原
）
 

 　
神
崎
町
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
12
日
、
神
崎
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
消
防
団
員
総
勢
１
２
０
名
と
消
防
車
両
14
台
が

プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
集
合
し
、
人
員
報
告
後
、
町
長
、
議
長

及
び
大
竹
消
防
団
長
ら
に
よ
る
服
装
点
検
や
機
械
器
具
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
移
動
し
て
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
優
良

団
員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
 

しょらさんはい 



　
１
月
11
日
、
未
来
へ
羽
ば
た
く
若
人
の
門
出
を
祝
い
、
ま
た
、

平
成
生
ま
れ
の
方
が
初
め
て
迎
え
た
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
本
町
で
成
人
と
な
っ
た
の
は
82
名
（
男
性
44
名
、
女
性

38
名
）。
 

　
華
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
等
を
着
飾
っ
た
新
成
人

が
神
崎
神
社
に
集
合
し
、
厳
か
な
神
事
に
始
ま
り
、
町
民
野
球
場

で
記
念
植
樹
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
記
念
撮
影
や
式
典
、

交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
成
人
た
ち
は
成
人
と
な
っ
た
喜
び
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

会
場
内
で
は
旧
友
や
恩
師
と
談
笑
し
た
り
、
写
真
を
撮
り
あ
っ
た

り
す
る
な
ど
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

 　
88
歳
を
迎
え
た
元
神
崎
町
議
会
議
員
の
郡
良

作
氏
（
立
野
）
が
、
平
成
20
年
12
月
１
日
付
で

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
12
月
22
日
に
町
か

ら
本
人
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
郡
氏
は
昭
和
58
年
８
月
、
町
議
会
議
員
に
初

当
選
以
来
、
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
豊

富
な
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
神

崎
中
や
米
沢
小
学
校
新
校
舎
の
完
成
な
ど
諸
施

設
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
町
議
会
の
厚
生
経
済
常
任
委
員
会
の

委
員
長
と
し
て
も
活
躍
し
、
神
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
誘
致
し
地
域
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら

に
、
議
会
副
議
長
を
歴
任
し
原
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
建
設
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
び
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
１
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
毎
年
好
評

の
ス
キ
ー
教
室
が
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
児
童
73
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
ス
キ
ー
教
室
は
福
島
県
あ
だ
た

ら
高
原
ス
キ
ー
場
が
会
場
。
 

　
初
日
（
１
／
10
）
は
猛
吹
雪
の
た
め
午
後
か

ら
ス
キ
ー
実
習
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二

日
目
は
快
晴
に
な
っ
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
に
よ
り
、
ス
キ
ー
初
心
者
も
経
験
者
も

目
を
見
張
る
よ
う
な
上
達
を
見
せ
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
、
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
滑
る
楽
し

さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
し
て
ス
キ
ー
教
室
を

終
え
ま
し
た
。
 

 

　
新
潟
県
中
越
地
震
で
の
実
話

を
基
に
描
か
れ
た
絵
本
を
映
画

化
し
た
感
動
作
「
マ
リ
と
子
犬

の
物
語
」
の
映
画
鑑
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。
必
死
で
子
犬
を
守

り
ぬ
く
母
犬
の
強
さ
と
優
し
さ

に
感
動
で
胸
震
わ
せ
る
名
作
で

す
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
人
気
ア

ニ
メ
ビ
デ
オ
も
同
時
上
映
し
ま

す
。
ご
家
族
で
も
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
入
場
無
料
。
 

日
時
　
２
月
７
日
○
　
９
時
30

分
〜
　
※
15
分
前
に
は
入
場

く
だ
さ
い
。
 

会
場
　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

多
目
的
ホ
ー
ル
、
視
聴
覚
室
 

 

　
第
７
回
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
 

日
時
　
３
月
14
日
○
　
13
時
開

演
 

会
場
　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
 

内
容
　
バ
ン
ド
・
ア
カ
ペ
ラ
・

ダ
ン
ス
・
ピ
ア
ノ
等
 

申
込
　
教
育
委
員
会
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 ◇
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員

会
　
☎
○
１
６
０
１
 

 



●元気あっぷ教室 
　２日　　13：30～15：30 
　　65歳以上の方が対象 
　　みなみふれあいセンター 
■乳児健康診査 
　６日　　13：10～13：25受付 
　　平成20年２月～３月出生児及び 
　　平成20年９月～10月出生児対象 
■健康相談 
　10日　　13：00～15：00  一般町民対象 
■１歳６か月児健康診査 
　13日　　13：10～13：25受付 
　　平成19年５月～７月出生児対象 
●ふれあい介護セミナー 
　17日　　13：30～15：00 
　　高齢者の介護に関心のある方 
■パパママ学級 
　21日　、23日　　13：15～13：30受付 
　　妊娠中の方とその家族対象 
●高齢者つどいの場 
　25日　　10：00～14：00　みなみふれあい 
　　センター 
■２歳児歯科検診 
　27日　　13：10～13：25受付 
　　平成18年２月～７月出生児対象 

１日　庁議 
２日　香取警察署員激励会（香取市） 
４日　北総東部土地改良区理事会（香取市山 
　　　田区事務所） 
５日　圏央道ＰＡ整備促進協議 
８日　国政報告会（千葉市） 
12日　合同紐解祝、議会全員協議会 
17日　定例議会 
19日　定例議会 
22日　田中踏切開通式　 
24日　圏央道神崎ＩＣ周辺整備に関して国土 
　　　交通省へ陳情（さいたま市） 

25日　圏央道神崎ＩＣ周辺整備に関して県へ 
　　　陳情（千葉市） 
26日　利根川下流河川事務所長へ要望（香取 
　　　市）、仕事納め 

　
去
る
12
月
22
日
、
立
正
佼
成

会
佐
原
教
会
様
よ
り
、
町
の
福

祉
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
10
万
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
 

　
有
効
か
つ
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　平成23年の65歳以上の人口は1,823人で平
成18年から平成23までの５年間で154人増と
なる見込です。65歳から74歳の前期高齢者
人口は25人の微増で、75歳以上の後期高齢
者が129人増加する見込です。後期高齢者の
増加に伴い、介護を必要とする高齢者の数
も増加していくと予想されます。      

　平成23年度の要介護（要支援）認定者数は
279人で平成23年までの５年間で57人増とな
る見込です。要介護（要支援）認定者数の増
加はサービス給付量の増加に反映します。 

　標準的居宅サービス利用者数は平成18年
度と比較し平成23年度は15人増加する見込
みです。施設・居住系サービス利用者数は
平成18年度と比較し平成23年度は23人増加
する見込みです。施設・居住系サービス利
用者数を中心とした受給者の増加が介護給
付額の増加に反映します。 
 
※標準的居宅サービス・・・訪問介護、訪
問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテ
ーション、通所介護、通所リハビリテー
ション、短期入所生活介護、短期入所療
養介護、福祉用具貸与等 
※施設・居住系サービス・・・介護老人福
祉施設、介護老人保健施設、特定施設入
居者生活介護（有料老人ホーム等）、認知症
対応型共同生活介護（グループホーム）等 



 

 

 

 

　
Ｊ
Ｒ
田
中
踏
切
の
拡
幅
工
事
が
終
了

し
、
昨
年
12
月
22
日
、
郡
根
岸
地
先
か

ら
並
木
地
先
に
至
る
区
間
の
町
道
並
木

郡
根
岸
線
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
 

　
こ
の
踏
切
は
、
歩
道
が
な
く
幅
が
狭

い
た
め
、
通
学
す
る
児
童
生
徒
の
通
行

に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
工
事
後
は
、
歩
行
者
等
専
用
道
が
整

備
さ
れ
、
ま
た
、
車
２
台
が
す
れ
違
え

る
程
広
く
な
り
、
人
も
車
も
安
全
に
通

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

　
工
事
期
間
中
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
が
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
踏
切
前
後
の
電
柱
は
２
月
中

に
移
動
す
る
予
定
で
す
。
 

○
お
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課

☎
○
２
１
１
４
 

　
町
で
は
、
町
有
地
の
有
効
活
用
と
新

た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
か

ら
下
総
神
崎
駅
前
東
側
の
駐
車
場
を
有

料
駐
車
場
と
し
て
始
め
ま
す
。
 

　
通
勤
等
で
駐
車
場
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
駐
車
場
を
お
探
し
の
方
は
、

ぜ
ひ
町
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
北
口
公
園
を
利
用
さ
れ
る
方
々

は
、
駅
前
駐
車
場
（
下
地
図
○
）
に
駐

車
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ○
名
称
 

下
総
神
崎
駅
前
東
側
町
営
駐
車
場
 

○
場
所
 

　
神
崎
町
郡
１
１
９
７
番
地
２
 

○
利
用
開
始
日
 

　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
 

○
駐
車
料
金
 

　
１
台
に
つ
き
５
千
円
（
月
極
）
 

○
駐
車
区
画
 

　
普
通
自
動
車
用
区
画
 

○
駐
車
台
数
 

　
10
台
 

 ※
申
し
込
み
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
○
２
１
１
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 



⑤
農
業
用
機
械
・
器
具
、
農
業

用
自
動
車
等
の
修
繕
料
、
保

険
料
、
租
税
公
課
の
領
収
書
。

ま
た
、
新
規
取
得
の
場
合
は

販
売
証
明
書
又
は
取
得
日
が

わ
か
る
領
収
書
 

⑥
農
業
近
代
化
資
金
利
子
の
金

融
機
関
な
ど
の
証
明
書
 

⑦
消
耗
品
等
そ
の
他
の
必
要
経

費
の
領
収
書
 

    　
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、

神
崎
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
平
成
２０
年
１
月
か
ら
１２
月
ま

で
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人
】
 

①
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所

得
 

      

②
不
動
産
・
譲
渡
・
一
時
・
山

林
お
よ
び
雑
所
得
 

③
退
職
所
得
（
特
別
徴
収
を
し

て
い
な
い
人
）
 

【
給
与
所
得
が
あ
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
】
 

①
勤
務
先
か
ら
神
崎
町
へ
「
給

与
支
払
報
告
書
」
の
提
出
が

な
か
っ
た
人
（
勤
務
先
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）
 

②
給
与
所
得
の
ほ
か
、
事
業
や

不
動
産
な
ど
の
所
得
が
20
万

円
以
下
で
確
定
申
告
を
し
な

い
人
 

③
給
与
を
２
ケ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人
（
恩
給
や
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
る
人
も
含

ま
れ
ま
す
）
 

④
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
 

⑤
平
成
20
年
中
に
退
職
し
た

人
 

【
所
得
が
な
か
っ
た
人
】
 

　
平
成
20
年
中
に
自
分
の
所
得

が
な
く
、
扶
養
親
族
に
も
な
っ

て
い
な
い
人
は
、
昨
年
の
生
計

（
収
入
）
状
況
を
書
い
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保

険
税
、
各
種
年
金
の
審
査
や
所

得
証
明
な
ど
の
資
料
と
し
て
必

要
で
す
。
な
お
、
神
崎
町
に
住

ん
で
い
な
い
人
で
も
平
成
21
年

１
月
１
日
現
在
、
次
の
よ
う
な

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
 

①
町
内
に
事
務
所
や
事
業
所
ま

た
は
家
屋
敷
が
あ
る
人
 

②
実
質
上
の
生
活
の
本
拠
地
が

神
崎
町
に
あ
る
人
 

  ①
印
鑑
（
認
印
）
②
所
得
を
証

明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、

給
与
証
明
書
ま
た
は
帳
簿
書
類
 

等
）、
③
社
会
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
地
震
保
険
料
・
個
人
年

金
保
険
料
や
医
療
費
・
寄
附
金

な
ど
が
あ
る
人
は
、
そ
の
領
収

書
や
証
明
書
等
 

※
住
民
税
の
申
告
書
は
郵
送
し

ま
せ
ん
。
申
告
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か

じ
め
必
要
と
す
る
方
に
は
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
町

民
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

  　
平
成
18
年
中
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
を
超
え
る
方
は
、

消
費
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
 

　
町
役
場
で
も
消
費
税
の
申
告

相
談
及
び
受
付
を
し
ま
す
が
、

一
般
課
税
を
選
択
さ
れ
た
方
で

課
税
仕
入
れ
等
が
判
明
し
な
い

方
は
、
佐
原
税
務
署
で
の
申
告

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

■
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

　子
の
名
前
　
保
護
者
　
地
区
名
 

松
岡
　
海
亜
　
伸
　
一
　
 郡
 

石
井
　
舞
奈
　
修
　
一
　
古
原
 

 ■
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

亡
く
な
っ
た
方
　
年
齢
　
地
区
名
 

根
本
　
ハ
ル
　
　
82
歳
　
植
房
 

越
川
　
　
　
　
　
83
歳
　
小
松
 

永
池
　
敏
男
　
　
85
歳
　
古
原
 

飯
嶋
　
貞
一
　
　
74
歳
　
 今
 

日
暮
み
さ
を
　
　
82
歳
　
小
松
 

武
田
　
キ
ヨ
　
　
96
歳
　
本
宿
 

新
田
　
和
子
　
　
71
歳
　
神
宿
 

伊
　
　
ユ
キ
　
　
79
歳
　
大
貫
 

 

　解雇や配置転換、賃下げやいじ
めなど、労使間のトラブルで悩ん
でいませんか？ 
　お気軽にご相談ください。 
 
○総合労働相談コーナー 
・成田総合労働相談コーナー 
　☎０４７６－２２－５６６６ 
・千葉労働局総合労働相談コー
　ナー 
　☎０４３－２２１－２３０３ 
・千葉労働局のホームページ 
　http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp

◇
入
所
日
　
４
月
１
日
○
 

◇
保
育
期
間
及
び
時
間
 

【
学
期
中
】
 

平
日
（
月
〜
金
）
学
校
終
了

時
〜
午
後
６
時
15
分
 

【
長
期
休
暇
（
夏
休
み
･
冬
休

み
･
春
休
み
）】
 

平
日
（
月
〜
金
）
午
前
８
時

15
分
〜
午
後
６
時
15
分
 

◇
休
所
日
 

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始（
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
）、

旧
盆（
８
月
13
日
〜
15
日
）
 

・
流
感
等
で
学
級
閉
鎖
を
し
た

日
、
台
風
な
ど
で
警
報
等
が

発
令
さ
れ
た
日
（
学
校
に
準

ず
る
。）
 

◇
保
育
場
所
　
 

わ
く
わ
く
西
の
城
内
神
崎
町

学
童
保
育
所
 

※
児
童
は
学
校
か
ら
の
迎
え
の

み
町
で
実
施
、
終
了
後
は
保

護
者
が
迎
え
る
。
 

◇
保
育
定
員
　
40
名
 

◇
保
育
料
 
 

一
人
に
つ
き
月
額
８
千
円
 

８
月
は
１
万
円
 

※
傷
害
保
険
料
 
年
額
760
円
 

◇
申
込
期
間
　
 

２
月
２
日
○
〜
２
月
20
日
○

ま
で
に
保
健
福
祉
課
へ
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
は
保
健
福
祉
課
ま
た
は

学
童
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。）
 

◇
事
前
説
明
会
 

入
所
決
定
者
に
対
し
３
月
中

旬
に
開
催
し
ま
す
。
 

◇
お
問
い
合
わ
せ
 
保
健
福
祉

課
福
祉
係
 
☎
○
１
６
０
３
 



①
平
成
20
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
事
業
・
そ
の
他
所
得

金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控

除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
と

き
。
た
だ
し
、
配
当
控
除
額

が
課
税
総
所
得
金
額
に
対
す

る
税
額
を
超
え
る
場
合
を
除

く
。
 

②
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
 

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人
 

・
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人
 

・
給
与
の
支
払
い
を
２
ケ
所
以

上
か
ら
受
け
て
い
る
人
 

   　
給
与
所
得
の
あ
る
次
の
よ
う

な
人
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
も
ど
っ
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

・
災
害
に
あ
っ
た
人
 

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

人
 

・
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど

で
取
得
し
た
人
で
、
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
 

・
退
職
し
再
就
職
を
し
て
い
な

い
人
 

　
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
年
の

給
与
に
つ
い
て
は
普
通
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
所
得

税
を
納
め
す
ぎ
て
い
る
場
合
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

も
ど
り
ま
す
。
 

源
泉
徴
収
票
、
各
種
証
明
書
、

領
収
書
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
還
付
申
告
は
２
月
 

２
日
か
ら
受
付
し
ま
す
。
（
給

与
・
年
金
の
み
）
 

  　
平
成
20
年
中
に
、
土
地
や
建

物
な
ど
を
譲
り
渡
し
た
り
交
換

し
た
り
し
た
場
合
は
、
譲
渡
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
 

　
な
お
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

は
、
原
則
的
に
佐
原
税
務
署
で

の
申
告
と
な
り
ま
す
。
 

  　
平
成
20
年
分
の
贈
与
税
申
告

と
納
税
は
、
２
月
２
日
か
ら
３

月
16
日
ま
で
で
す
。
昨
年
１
年

間
に
贈
与
を
受
け
た
方
は
、
贈

与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
 

　
な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、

原
則
的
に
佐
原
税
務
署
で
の
申

告
と
な
り
ま
す
。
 

   　
青
色
申
告
は
、
経
営
の
合
理

化
と
節
税
に
役
立
ち
ま
す
。
平

成
21
年
分
か
ら
青
色
申
告
を
す

る
方
は
、
３
月
17
日
ま
で
に
青

色
申
告
承
認
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 

        　
農
業
所
得
は
、
収
支
計
算
書

に
基
づ
き
算
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
申
告
に
は
、「
収
支
内
訳
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
が
、
内
訳

書
の
記
入
が
不
備
な
方
は
、
農

業
取
引
記
入
帳
な
ど
と
内
容
確

認
の
た
め
、
次
の
書
類
も
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
 

〔
収
入
に
関
す
る
も
の
〕
 

①
出
荷
や
販
売
し
た
農
作
物
、

金
額
、
取
引
先
、
取
引
期
日

な
ど
が
わ
か
る
も
の
（
預
金

通
帳
・
仕
切
書
・
積
算
書
・

出
荷
金
額
証
明
書
な
ど
）
 

②
受
取
共
済
金
、
補
償
金
、
雑

収
入
な
ど
の
金
額
 

③
農
作
物
の
家
事
消
費
量
 

〔
経
費
に
関
す
る
も
の
〕
 

④
小
作
料
、
作
業
委
託
料
、
雇

人
費
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
使

用
料
、
土
地
改
良
費
な
ど
の

領
収
書
 

○期間　２月１日○～３月１
日○　９：00～17：00 
※月曜日、第2日曜日、祝日
は休館です。 
○展示場所  わくわく西の城 
　気軽にご鑑賞ください。 
 
 
◆日時  ３月１日○、11日○、
19日○、24日○ 　８：30～ 
※定員　30名 
◆申し込み先とお問い合わせ 
　わくわく西の城 ☎○３１８０ 

　県立香取特別支援学校では、
中学部・高等部の作業学習に
よる製品の頒布会「かよう商
店街」を次のとおり開催しま
す。たくさんの皆さまのご来
場をお待ちしております。 
　日時　２月17日○、18日○ 
　10：00～16：00 
　場所　イオンモール成田 
ガーデンコート・スカイコ
ート 
　頒布製品　ベンチ・藤製
品・手すき紙製品・花か
ご・手織り製品・のし袋・
陶芸製品・木製パズル・
バッグ・エプロン ほか 
　お問い合わせ　千葉県立香
取特別支援学校　☎○２９
１１ 
 
 
　平成21年４月入学の学生を
募集（２次）します。 
　応募対象　県内在住の60歳
以上の方 
　募集学科　福祉科・生活
科・園芸科・陶芸科 

　登校日  週１日（年間約37
日） 
　授業料　年額18，000円 
　入学案内配布場所　東総学
園 
　願書受付期間　２月10日○
～２月27日○ 
　お問い合わせ　千葉県生涯
大学校東総学園　☎０４７
９―２５－２０３５ 
 
 
　日程　２月５日○ 
　受付時間　13：00～13：30
要予約 
　場所 香取健康福祉センタ
ー（香取保健所） 
　内容　股関節脱臼や斜頚な
ど整形外科的な心配のある
お子さまの相談 
　担当　整形外科医、保健師 
　お問い合わせ　香取健康福
祉センター地域保健福祉課 
☎○９１６１ 
 
 
　日時　２月15日○　10：00
～15：00 
　会場　ふれあいプラザさか
え（印旛郡栄町938-1） 
　内容　ＮＰＯ・市民活動団
体のパネル展示、団塊世代
地域デビューフォーラム環
境関連映画上映、わが町自
慢コーナー、体験コーナ
ー、ステージコーナー、Ｎ
ＰＯ活動推進ビデオ＆ＮＰ
Ｏ法運用講座など 
　お問い合わせ　ＮＰＯ法人
まちづくりサポートひと・
まち倶楽部　☎０４７６－
８５－１６６１ 
 
 
　日時　２月21日○　13：30
～（12：50開場） 

　会場　県立東部図書館3階
研修室（旭市ハ349） 
　内容　「自転車泥棒」（1948
年/イタリア/モノクロ85
分）監督　ヴィットリオ･
デ・シーカ　主演　ランベ
ルト・マジョラーニ 
　定員　60人（申込先着順） 
　申込方法　電話または窓口 
　申込先とお問い合わせ　県
立東部図書館　☎０４７９
－６２－７０７０ 
 
 
　３月31日で『特別慰労品』
贈呈の受付が終了します。 
　恩給欠格者、戦後強制抑留
者、引揚者の方で請求されて
いない方は早急に申請をして
ください。請求書等は町保健
福祉課にあります。資格要件
等については下記にお問い合
わせください。 
　お問い合わせ　（独）平和
祈念事業特別基金　☎０１
２０－２３４－９３３ 
 
 
 






